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                平成20年３月期 決算短信 
平成20年５月12日 

上場会社名 古河スカイ株式会社          上場取引所 東証一部 
コード番号：5741                    ＵＲＬ http://www.furukawa-sky.co.jp/         

代 表 者     代表取締役社長 氏名 原 正照           

問合せ先責任者   経理部長    氏名 要  隆明       ＴＥＬ：(03)5295-3800（代） 
定時株主総会開催予定日    平成20年６月25日            配当支払開始予定日   平成20年６月26日 

有価証券報告書提出予定日   平成20年６月25日  

(百万円未満四捨五入) 
１．平成20年３月期の連結業績（平成19年４月１日 ～ 平成20年３月31日） 
（１）連結経営成績                                     (％表示は対前期増減率) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

 

20年３月期 

19年３月期 

百万円   ％ 

 253,046      5.6 

  239,580     14.4    

      百万円   ％ 

13,734   △ 16.6 

16,459      14.3 

百万円  ％ 

11,858  △21.3 

15,065    17.8 

百万円  ％ 

6,399   △26.4 

8,694     30.3 

 

 １株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益

自己資本 

当期純利益率 

総資産 

経常利益率 

売上高 

営業利益率 

 

20年３月期 

19年３月期 

円  銭 

28   18 

38   28 

円  銭  

- 

- 

％ 

8.8 

13.0 

％ 

4.9 

6.3 

 ％ 

5.4 

6.9 

(参考) 持分法投資損益          20年３月期  - 百万円    19年３月期   - 百万円 

（２）連結財政状態                         

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 

20年３月期 

19年３月期 

百万円 

         234,399 

         245,661 

百万円

77,753 

  73,197 

  ％ 

 32.0 

 28.7  

        円  銭 

         330  01     

         310  82     

(参考)  自己資本          20年３月期  74,945 百万円  19年３月期  70,588 百万円 

 

（３）連結キャッシュ・フローの状況 

 営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期 末 残 高 

 

20年３月期 

19年３月期 

百万円 

         21,832 

         24,447  

百万円

△15,702 

△18,161    

百万円 

△7,531 

△6,400  

百万円

4,466 

5,883   
 

 

２.配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

配当金総額 

（年間） 

配当性向 

（連結） 

純資産配当率

（連結） 

 

19年３月期 

20年３月期 

円  銭 

4  00 

4  00 

円  銭 

4  00 

4  00 

円  銭 

8  00 

8  00 

百万円 

1,817 

1,817 

％ 

20.9 

28.4 

      ％ 

     2.7 

     2.5 

21年３月期(予想) 4  00  4  00 8  00 - 40.4 - 
 

３．平成21年３月期の連結業績予想（平成20年４月１日 ～ 平成21年３月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

第２四半期連結累計期間 

通   期 

百万円  ％ 

132,000   6.5 

 265,500   4.9 

百万円  ％ 

5,200  △20.1

10,700  △22.1

百万円  ％ 

4,200  △25.1

8,800  △25.8

百万円  ％ 

2,200  △30.8 

4,500  △29.7 

円  銭 

9 69 

    19  82 
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４．その他 
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）    無 
（２）連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更に記

載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更   有 
② ①以外の変更    無 

(注)詳細は、13ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数（自己株式を含む）  20年３月期 227,100,000 株 19年３月期         227,100,000  株 

②期末自己株式数    20年３月期       1,178 株 19年３月期                 928 株 

(注)1株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、15ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 
 

(参考)個別業績の概要 
 

１.平成20年３月期の個別業績 (平成19年４月１日～平成20年３月31日) 

(1)個別経営成績                                             （％表示は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

20年３月期 

19年３月期 

百万円   ％ 

226,171    5.7 

213,929   18.3 

   百万円      ％ 

11,714  △19.2 

14,489    13.6 

百万円     ％ 

10,327   △22.2 

13,267     17.2 

百万円     ％ 

5,119  △28.8 

7,190     9.7 

 

 １株当たり 

当期純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 

 

20年３月期 

19年３月期 

     円  銭  

22   54 

31   66 

     円  銭 

― 

― 

 

(2)個別財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 

20年３月期 

19年３月期 

百万円 

      213,157 

224,580 

百万円

       72,569 

69,384 

％ 

        34.0 

30.9 

円 銭 

319   55 

305   52 

(参考)  自己資本          20年３月期  72,569百万円  19年３月期  69,384百万円 

 

２．平成21年３月期の個別業績予想（平成20年４月１日 ～ 平成21年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第2 四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 

第２四半期連結累計期間 

通 期 

百万円   ％ 

118,800    7.0 

237,700     5.1 

百万円   ％ 

3,800  △33.0 

7,400   △36.8 

百万円   ％

3,100 △39.3

6,000  △41.9

百万円   ％ 

1,700 △46.4 

3,200 △37.5 

円 銭 

7  49 

14 09 

 

※ 業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により予想数値が異なる可能性あります。 

なお、業績予想の前提となる仮定及び業績予想に関する注意事項等につきましては、３ページ「1.経営成績（１）経営成績関する分析」 

をご参照ください。 
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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

 ① 当期の経営成績 
当期の世界の経済情勢を概観しますと、アジアでは中国を中心に引き続き高成長を持続し、欧州も堅調に推移する中、サブプライ

ム住宅ローン問題を背景として米国景気の減速感が高まりました。わが国経済は、個人消費が底堅く推移し、輸出は増加基調にある

ものの、法改正の影響で住宅投資が減少したことに加え、期後半には企業収益の伸び悩みから設備投資が鈍化するなど、景気回復は

足踏み状態となりました。 

アルミニウム圧延業界では、昨夏の猛暑の影響で主要製品である飲料用缶材の需要が増加に転じたほか、自動車を中心に輸送用機

械部門の需要が好調に推移し、加えて板類を中心とした輸出品が増加しましたが、建設投資減少の影響を受けて建設関連の製品が大

幅に落ち込み、また電機機器や各種製造機械用製品の需要なども停滞したことから、国内生産量全体としては２年ぶりの減少となり

ました。 

このような環境のもと当社グループでは、主としてアルミニウム地金価格の上昇に伴う製品売値の上昇により売上金額は増加しま

した。しかし販売数量でみますと、飲料用缶材や印刷機器用材において、アジア地区を中心とする輸出品の販売数量が伸びた半面、

ＩＴ関連需要の回復の遅れや建設関連製品の市場の低迷もあって卸・小売用の一般汎用材や半導体・液晶製造装置用厚板をはじめと

する厚板の受注が減少したことから、全体では前期に比べて減少する結果となりました。 

上述の各種製品の販売数量の減少に加え、燃料・副原料の価格上昇によるエネルギーコスト、および各種材料コストが想定を超え

る上昇となったことにより、損益面では当初の見込みを下回ることとなりました。 

以上の結果、当期の連結営業成績は、売上高253,046百万円（前期比5.6％増）、営業利益は13,734百万円（前期比16.6％減）、経

常利益は11,858百万円（前期比21.3％減）、当期純利益は6,399百万円（前期比26.4％減）となりました。 

当社単独の業績では、売上高は226,171百万円（前期比5.7％増）となり、営業利益は11,714百万円（前期比19.2％減）、経常利

益は10,327百万円（前期比22.2％減）、当期純利益は5,119百万円（前期比28.8％減）となりました。 

② 次期の見通し 
販売数量面においては、飲料用缶材料や印刷機器用材料について、輸出を含めた需要動向が引き続き堅調に推移するものと予想さ

れ、加えてIT関連需要や建設向け需要の回復が期待されることから、半導体・液晶装置用厚板や一般汎用材が増加してくるものと予

測しております。 

一方で、原油等の一次産品や様々な製品・サービスの大幅な価格上昇が続いており、中でも燃料やマグネシウムなどの添加用副原

料の価格上昇は当社グループの大きな収益圧迫要因となっております。 

このような状況のもと、現時点での平成21年３月期の業績見通しは、売上高265,500百万円、営業利益10,700百万円、経常利益

8,800百万円、当期純利益4,500百万円を予定しております。なお、損益につきましては、平成20年度より機械装置の法定耐用年数

が変更されることに伴う減価償却方法の変更による負担増加の影響額を36億円見込んでおります。 

 

（２）財政状態に関する分析 

①当連結会計年度末（平成20年３月末）の資産、負債及び純資産の状況 
 （イ）資産の部 

当連結会計年度末の資産の部は、前連結会計年度末245,661百万円から11,262百万円減少し、234,399百万円となりました。有形固

定資産で微増があったものの、主として受取手形及び売掛金の8,247百万円の減少ならびに前渡金の3,683百万円の減少などにより

流動資産合計は10,812百万円減少しました。 

 

 （ロ）負債の部 

当連結会計年度末の負債の部は、前連結会計年度末172,465百万円から15,818百万円減少し、156,647百万円となりました。有利子

負債で5,730百万円の減少があったことに加え、未払金で設備代金の支払が進み4,804百万円の減少、支払手形及び買掛金で3,162

百万円の減少ならびに未払法人税等で1,924百万円の減少があったことによります。 

 

 （ハ）純資産の部 

当連結会計年度末の純資産の部は、前連結会計年度末73,197百万円から4,556百万円増加し、77,753百万円となりました。当期純

利益6,399百万円の計上と配当金1,854百万円の支払の結果利益剰余金が増加したことによるもので、純資産の厚みが増した結果、

自己資本比率は32.0％と前連結会計年度対比3.3％の上昇となりました。 
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②キャッシュ・フローの状況 
 当連結会計年度における連結の現金及び現金同等物は、営業活動によるキャッシュ・フローで21,832百万円の収入となり、投資活

動によるキャッシュ・フローで有形固定資産の取得等により15,702百万円、財務活動によるキャッシュ・フローで借入金の返済及び

配当金の支払等により7,531百万円の支出となった結果、前連結会計年度末対比1,417百万円減少し4,466百万円の残高となりまし

た。 

 （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益及び減価償却費がそれぞれ11,175百万円、

10,883百万円となりその合計額で前連結会計年度比517百万円の収入減少があったことに加え、売上債権の前連結会計年度比大幅減

少による収入増加があったものの、それを上回る棚卸資産・前渡金ならびに仕入債務などの前連結会計年度比大幅支出増があったこ

とから、21,832百万円の収入（前連結会計年度対比2,616百万円の収入減少）となりました。 

 （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ･フローは、有形固定資産の取得による支出など前連結会計年度比減少に転じた

ことから、15,702百万円の支出（前連結会計年度対比2,459百万円の支出減少）となりました。 

 （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金及び社債（有利子負債）の削減が前連結会計年度以上に進

んだ結果、7,531百万円の支出（前連結会計年度対比1,131百万円の支出増加）となりました。 

 

（参考）キャッシュ・フロー指標のトレンド 

 平成18年３月期 平成19年３月期 平成20年３月期

自己資本比率(%) 26.9 28.7 32.0 

時価ベースの自己資本比率(%) 63.1 55.3 20.3 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 14.0 3.2 3.4 

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 4.2 18.0 14.5 

自己資本比率：自己資本／総資産 

   時価ベースの自己資本比率：（期末株価終値×期末発行済株式数）／総資産 

   キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

   インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

 

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。 

（注３）キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しています。 

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全て 

の負債を対象としています。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主の皆様に対する配当の実施を利益還元の重要な施策と考えております。その実施におきましては、

安定的かつ継続的に実施していくことを基本方針としながら、業績の動向や資金需要、及び企業価値向上に向けた

将来の事業展開等を総合的に勘案して判断しております。 

 当期の配当金につきましては、期末配当を１株当たり４円とし、先の１株当たり４円の中間配当金と合わせ年

間で１株当たり８円を予定しております。 

 また、次期の配当金予想額につきましては、１株当たり中間配当金４円、期末配当金４円の年間配当金８円を

予定しております。 

 

２．企業集団の状況  

最近の有価証券報告書（平成19 年6 月22 日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」から重要な

変更がないため開示を省略します。  
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３．経営方針 
（１）会社の経営の基本方針 

古河スカイグループは、社会と地球環境に優しいアルミニウムを通じて、以下の経営理念を掲げ、事業活動を推進  

します。 

①お客様に満足いただける製品・サービスを開発・提供し、企業価値を高めるとともに、社会の発展に寄与します。 

②良き企業市民として、持続可能な社会の構築に取り組みます。 

③働く人を大切にし、ゆとりと豊かさを実現します。 

④倫理に基づき行動し、法令を遵守し、徳のある企業を目指します。 

 

事業活動の推進については、以下の行動指針に基づき行動します。本指針に反するような事態が発生したときは、

原因究明、再発防止に努めます。 

①社会的に有用な製品・サービスを開発・提供し、お客様の満足と信頼を獲得します。 

②株主、投資家はもとより、広く社会とのコミュニケーションを行い、企業情報を積極的かつ適時、適切に開示し 

  ます。 

③地球温暖化対策や循環型経済社会の構築への取り組みは企業の存在と活動に必須の要件であることを認識し、自 

  主的、積極的に行動します。 

④「良き企業市民として」積極的に社会貢献活動を推進・支援します。 

⑤当社グループで働く人の人格、個性、多様性を尊重するとともに、個人の能力を最大限発揮できるよう、安全 

  で働きやすい職場環境を確保します。 

⑥公正、透明、自由な競争ならびに適正な取引を行ないます。 

⑦反社会的勢力及び団体とは断固として対決します。 

⑧国際社会の一員として、現地の文化や慣習を尊重し、その発展に貢献します。  

 

 （２）目標とする経営指標 

当社は企業価値最大化のための経営目標として、平成22年３月期の経営目標数値に、単体営業利益率 10％、連結 

Ｄ／Ｅレシオ 1.0以下を掲げました。 

営業利益率については、燃料・副原料の価格上昇によるエネルギーコスト、および材料コストの上昇という大き

な環境変化、および税制改正に伴う減価償却方法の変更による償却負担増加等により、目標数値の見直しを行わざ

るを得ない状況にあります。 

一方、Ｄ／Ｅレシオについては、厳しい経済情勢の中、たな卸資産削減努力の継続並びにその他運転資金の削減

努力により、目標時期を前倒しして達成する見込みであります。 

平成22年３月期の目標数値につきましては、様々な経済環境の変化に対応しながら、営業利益についてはこれを

最大化するべく、またＤ／Ｅレシオについては更なる最小化を目指してまいります。 

 

（３）中長期的な会社の経営戦略 

当社は、平成 18 年３月 14 日に、平成 18 年度をスタートとする新たな中期連結経営計画を発表致しました。この

中で今後の成長の方向性と重点施策、平成 21 年度に到達すべき目標を掲げ、目標の達成に向けて鋭意取り組んでお

ります。 計画については、毎年、都度の環境変化を踏まえた販売計画の見直し、原価見直し等を最新情報でレヴュ

ーし、必要に応じ新たな施策にも取り組んでまいります。 

 

① 成長の方向性と重点施策 

強い収益体質の確立に向けて、以下の３施策を軸に企業の成長を実現してまいります。 

 

・福井・深谷・日光 板圧延事業３工場各々の強みを活かした集約生産体制による、世界に通じる品質・コストの実現 

・アジア・欧州を中心とした海外生産体制の整備と、当社優位技術を活用した業務提携等による海外事業の拡充 

・マーケットのセグメント化と成長製品の絞り込みによる、さらなる戦略的営業展開 
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② 中期経営計画期間における戦略的投資及び環境対策投資 

 

経営目標達成に向けて、その効果の早期実現を図る観点から、平成 18 年度から平成 21 年度に至る４年間で、合

計 500 億円規模の設備投資を行います。特に、集約生産体制確立などの設備投資で得られる効果利益の早期実現の

ために、当社として優位性ある製品群の競争力向上、生産設備の安定操業の維持と更新、ボトルネックの解消等を

図る計画です。 

 合わせて、地球環境に優しい企業を目指し、同設備投資計画の中での地球温暖化対策として CO2 排出量の削減を

図り、クリーンエネルギーとしての石化エネルギーからＬＮＧ・都市ガスへの燃料転換を推進することとし、その

比率を平成 22 年度には 37%まで高めます。 

 

（４）会社の対処すべき課題 

今後の経済情勢は、中国など新興経済諸国への輸出が堅調に推移する一方、米国経済の先行きの不安感による急

激な円高の進行や、原材料価格上昇に伴う様々な製品、サービスの価格上昇などにより、内外ともに不透明感が増

しており、景気の下振れ懸念が強まっております。 

アルミニウム圧延品の製造、販売の観点からみますと、燃料・副原料の価格上昇によるエネルギーコストおよび

各種材料コストの上昇は収益圧迫要因となっております。従って、今後とも引き続き米国および中国をはじめとす

る海外経済の動向や、原油価格および原材料価格の動向を注視してまいります。また海外では資源メジャーといわ

れる大手資源企業によるＭ＆Ａ（企業の買収と合併）が盛んに行なわれておりますが、この素材業界再編の動きに

も気を配ってまいります。 

当社では昨年 11 月、国内同業圧延メーカー等と中国のマグネシウム製造会社に共同出資を行いましたが、これは

主要原材料の安定確保やコスト上昇の影響を最小限に留めるべく対応したものです。 

近年、飲料用缶材、箔用材等の主要分野をはじめとして国内のアルミニウム需要は成長が鈍化しており、自動車

部材や各種機械装置用製品の需要などの一部を除き、今後は大きな伸びが見込めない状況にあります。一方、世界

的にみますと、中国、東南アジア、インド、中近東、欧州等の地域において、飲料用缶材、自動車熱交換器材、印

刷機器用材等の分野で将来的には高い成長が予想されており、特に海外に進出した当社の有力顧客からの、これら

成長分野における材料供給に対する当社への期待が高まってきております。 

このような中、当社の今後の成長に必要な業容の拡大を考える上で、海外需要に対応する事業展開が極めて重要

な意味を持ちつつあります。 

その一環として、 

① 製板事業３工場（福井工場、深谷工場、日光工場）の強みを活かした、集約生産体制の完遂による世界に通

じる品質、コストの実現 

② 各種のリニューアル投資、新規投資設備の活用による一層のコストダウンの実現と品質改善の具現化 

③ 海外拠点の戦力拡充などの国際競争力の強化 

を鋭意進めてまいります。 

研究開発体制に関しては深谷地区に研究所を集約しました。これにより今後もアルミニウム材料の持つ特徴およ

び利便性を追求し、新製品開発に注力してまいります。 

内部統制システムに関してはいわゆる「日本版ＳＯＸ法」への対応も含めて、当社グループ内におけるシステム

の構築、整備を進めるとともに、コンプライアンス活動の推進、リスク管理、業務効率の向上、グループ会社業務

の適正確保に取り組んでまいります。 

ＣＳＲ（企業の社会的責任）に対する取組みでは、障がいのある方の雇用機会の創出と自立支援を目的に昨年設

立したＦＳグリーンネット株式会社が、当期から本格的に活動を開始いたしました。これを契機として当社工場の

ある埼玉県深谷市では、「古河スカイ障害福祉基金」が設立されることになりました。ＣＳＲ活動は「法令遵守」

「環境保全」「安全性向上」「人材育成」の４つをテーマに、今後も継続して推進してまいります。 
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４．連結財務諸表 

(1) 連結貸借対照表 
 

 
前連結会計年度 

(平成19年３月31日) 

当連結会計年度 

(平成20年３月31日) 
対前年比 

区分 金額(百万円) 
構成比

(％) 
金額(百万円) 

構成比 

(％) 

金額 

(百万円) 

 （資産の部）    

 Ⅰ 流動資産    

  現金及び預金  6,176 4,556  △1,619

  受取手形及び売掛金  65,529 57,282  △8,247

  たな卸資産  31,503 33,905  2,402

  前渡金  3,689 6  △3,683

  繰延税金資産  1,079 486  △593

  未収入金  8,564 8,785  221

  その他  1,766 2,498  731

  貸倒引当金  △94 △117  △23

   流動資産合計  118,212 48.1 107,400 45.8 △10,812

 Ⅱ 固定資産    

  １ 有形固定資産    

   建物及び構築物 22,581 24,881   

   機械装置及び運搬具 37,080 44,882   

   土地 40,010 39,287   

   建設仮勘定 11,683 2,428   

   その他 2,598 3,187   

 有形固定資産合計  113,952 46.4 114,665 48.9 714

  ２ 無形固定資産    

   ソフトウェア 1,855 1,630   

   その他 206 153   

 無形固定資産合計  2,061 0.8 1,782 0.8 △279

  ３ 投資その他の資産    

   投資有価証券 3,426 2,312   

   繰延税金資産 6,602 6,798   

   その他 1,655 1,714   

   貸倒引当金 △246 △273   

 投資その他の資産合計  11,437 4.7 10,551 4.5 △886

   固定資産合計  127,449 51.9 126,999 54.2 △450

    資産合計  245,661 100.0 234,399 100.0 △11,262
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前連結会計年度 

(平成19年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成20年３月31日) 
対前年比 

区分 金額(百万円) 
構成比
(％) 

金額(百万円) 
構成比 
(％) 

金額 

(百万円) 

 （負債の部）    

 Ⅰ 流動負債    

  支払手形及び買掛金  48,641 45,479  △3,162

  短期借入金  29,354 28,094  △1,260

  １年内償還予定社債  263 160  △103

  １年内返済予定長期借入金  7,536 13,136  5,600

  未払金  13,622 8,818  △4,804

  未払費用  8,943 8,619  △324

  未払法人税等  3,609 1,685  △1,924

  未払消費税等  59 462  403

  その他  640 347  △293

 流動負債合計  112,666 45.9 106,800 45.6 △5,866

 Ⅱ 固定負債    

  社債  395 235  △160

  長期借入金  42,325 32,518  △9,807

  退職給付引当金  15,512 15,473  △39

  役員退職慰労引当金  163 186  23

  繰延税金負債  48 115  67

  環境対策引当金  646 370  △276

  その他  710 950  240

 固定負債合計  59,799 24.3 49,847 21.3 △9,952

 負債合計  172,465 70.2 156,647 66.8 △15,818

    

 （純資産の部）    

 Ⅰ 株主資本    

  資本金  16,528 6.7 16,528 7.1 －

  資本剰余金  35,184 14.3 35,184 15.0 －

  利益剰余金  17,410 7.1 21,993 9.4 4,583

  自己株式  △1 △0.0 △1 △0.0 △0

 株主資本合計  69,122 28.1 73,705 31.4 4,583

 Ⅱ 評価・換算差額等    

  その他有価証券評価差額金  474 0.2 △99 △0.0 △573

  繰延ヘッジ損益  855 0.3 1,257 0.5 402

  為替換算調整勘定  136 0.1 81 0.0 △55

 評価・換算差額等合計  1,466 0.6 1,240 0.5 △226

 少数株主持分  2,609 1.1 2,808 1.2 199

 純資産合計  73,197 29.8 77,753 33.2 4,556

 負債純資産合計  245,661 100.0 234,399 100.0 △11,262
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(2) 連結損益計算書 
 

 

前連結会計年度 

(自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日) 

対前年比 

区分 金額(百万円) 
百分比

(％) 
金額(百万円) 

百分比 

(％) 金額(百万円)

Ⅰ 売上高  239,580 100.0 253,046 100.0 13,466

Ⅱ 売上原価  207,913 86.8 222,541 87.9 14,627

   売上総利益  31,666 13.2 30,505 12.1 △1,161

Ⅲ 販売費及び一般管理費  15,207 6.3 16,771 6.6 1,564

   営業利益  16,459 6.9 13,734 5.4 △2,725

Ⅳ 営業外収益   

 受取利息 16 34  

 受取配当金 45 54  

 その他 391 452 0.2 422 510 0.2 58

Ⅴ 営業外費用   

 支払利息 1,359 1,508  

 その他 488 1,847 0.8 879 2,387 0.9 539

   経常利益  15,065 6.3 11,858 4.7 △3,207

Ⅵ 特別利益   

 投資有価証券売却益 0 －  

 前期損益修正益 23 83  

 補助金収入 66 565  

 独禁法課徴金引当金戻入益 23 －  

 その他 14 126 0.1 108 756 0.3 630

Ⅶ 特別損失   

 固定資産除却損 237 631  

 投資有価証券売却損 18 －  

 投資有価証券評価損 49 22  

 減損損失 － 667  

 前期損益修正損 44 －  

 環境対策費用 234 58  

 その他 110 692 0.3 61 1,439 0.6 747

   税金等調整前当期純利益  14,498 6.1 11,175 4.4 △3,324

   法人税、住民税及び事業税 6,325 3,883  

   法人税等調整額 △669 5,656 2.4 567 4,450 1.8 △1,205

   少数株主利益  148 0.1 326 0.1 177

   当期純利益  8,694 3.6 6,399 2.5 △2,295
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(3) 連結株主資本等変動計算書 

前連結会計年度(自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日) 
 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成18年３月31日残高 

      (百万円) 
16,528 35,184 10,378 △0 62,091

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当（注）  △749  △749

 剰余金の配当  △908  △908

 当期純利益  8,694  8,694

 自己株式の取得  △0 △0

 連結子会社減少に伴う利益剰
余金減少額 

 △5  △5

 株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額）   

連結会計年度中の変動額合計 
(百万円) 

－ － 7,032 △0 7,032

平成19年３月31日残高 

(百万円) 
16,528 35,184 17,410 △1 69,122

 

評価・換算差額等 

 その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ 
損益 

為替換算 
調整勘定 

評価・換算
差額等合計

少数株主 
持分 

純資産合計

平成18年３月31日残高 

      (百万円) 
503 － 72 575 2,710 65,375

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当（注）   △749

 剰余金の配当   △908

 当期純利益   8,694

 自己株式の取得   △0

 連結子会社減少に伴う利益剰
余金減少額 

  △5

 株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額） △29 855 64 891 △101 790

連結会計年度中の変動額合計 
(百万円) 

△29 855 64 891 △101 7,822

平成19年３月31日残高 

(百万円) 
474 855 136 1,466 2,609 73,197

（注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当連結会計年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日) 
 

株主資本 
 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

平成19年３月31日残高 

(百万円) 
16,528 35,184 17,410 △1 69,122

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当  △1,817  △1,817

 当期純利益  6,399  6,399

 自己株式の取得  △0 △0

 連結子会社減少に伴う利益剰
余金減少額 

  －

 株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額）  0  0

連結会計年度中の変動額合計 
(百万円) 

－ － 4,583 △0 4,583

平成20年３月31日残高 

(百万円) 
16,528 35,184 21,993 △1 73,705

 

評価・換算差額等 

 その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ
損益 

為替換算 
調整勘定 

評価・換算
差額等合計

少数株主 
持分 

純資産合計

平成19年３月31日残高 

(百万円) 
474 855 136 1,466 2,609 73,197

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当   △1,817

 当期純利益   6,399

 自己株式の取得   △0

 連結子会社減少に伴う利益剰
余金減少額 

  －

 株主資本以外の項目の連結会
計年度中の変動額（純額） △573 402 △55 △226 199 △27

連結会計年度中の変動額合計 
(百万円) 

△573 402 △55 △226 199 4,556

平成20年３月31日残高 

(百万円) 
△99 1,257 81 1,240 2,808 77,753
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書 
 

 

前連結会計年度 

(自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日)

当連結会計年度 

(自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日) 

対前年比 

区分 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前当期純利益 14,498 11,175 △3,324

 減価償却費 8,076 10,883 2,807

 減損損失 － 667 667

 受取利息及び受取配当金 △61 △88 △27

 支払利息 1,359 1,508 149

 為替差損益 △1 22 22

 有形固定資産除却損 240 631 391

 国庫補助金収入 － △565 △565

 投資有価証券売却益 18 － △18

 投資有価証券評価損 49 22 △27

 売上債権の増減額（△は増加） △4,666 8,308 12,974

 たな卸資産の増加額 △458 △2,423 △1,965

 前渡金の減少額 2,483 3,681 1,198

 仕入債務の増減額（△は減少） 8,958 △4,291 △13,249

 退職給付引当金の増減額 342 △39 △381

 役員退職慰労引当金の増減額 △221 － 221

 未払費用の減少額 △364 △329 36

 その他 2,169 △370 △2,539

    小計 32,422 28,791 △3,631

 利息及び配当金の受取額 61 88 27

 利息の支払額 △1,359 △1,502 △143

 法人税等の支払額 △6,677 △5,546 1,131

    営業活動によるキャッシュ・フロー 24,447 21,832 △2,616

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △17,371 △16,048 1,323

 有形固定資産の売却による収入 － 141 141

 無形固定資産の取得による支出 △714 △323 392

 国庫補助金の受入による収入 － 565 565

 投資有価証券の取得による支出 △81 △136 △55

 投資有価証券の売却による収入 4 － △4

 投資有価証券の清算による収入 － 113 113

 その他 3 △13 △15

    投資活動によるキャッシュ・フロー △18,161 △15,702 2,459

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入金の減少額 △1,322 △1,246 75

 長期借入による収入 8,108 14,409 6,301

 長期借入金の返済による支出 △11,474 △18,594 △7,120

 社債の発行による収入 305 － △305

 社債の償還による支出 △306 △263 43

 配当金の支払額 △1,658 △1,816 △158

 少数株主への配当金の支払額 △54 △37 17

 その他 △0 16 16

    財務活動によるキャッシュ・フロー △6,400 △7,531 △1,131

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 44 △16 △59

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △70 △1,417 △1,347

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 5,953 5,883 △70

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 5,883 4,466 △1,417
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（５）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
最近の有価証券報告書（平成19 年６月28日提出）における記載から重要な変更がないため、開示を省略して

おります。 
 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 

  至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

  至 平成20年３月31日） 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準）  

当連結会計年度より、「貸借対照表の純資産の部の表示に関

する会計基準」（企業会計基準委員会 平成17年12月9日 

企業会計基準第５号）及び、「貸借対照表の純資産の部の表

示に関する会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会 

平成18年12月9日 企業会計基準適用指針第８号）に基づ

いて連結貸借対照表を作成しております。これによる損益に

与える影響はありません。なお、従来の「資本の部」の合計

額に相当する金額は69,733百万円であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(会計処理の変更) 

一部の連結子会社において、従来売上原価として処理

しておりました物流費用等を、当連結会計年度より販売

費及び一般管理費で処理する方法に変更しております。

これは、経営成績をより適切に表示するため、当該連結

子会社の発生費用の性格をより精細に分析し、該当する

費用につきましては販売費及び一般管理費として計上す

る方法に変更したためであります。この変更により、従

来の方法によった場合に比べ、当連結会計年度の売上原

価は 1,010 百万円減少し、売上総利益は同額増加し、販

売費及び一般管理費は 1,010 百万円増加しております。

なお営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益に

与える影響はありません。 

（固定資産の償却方法の変更） 

当社及び国内子会社は、平成19年度の法人税法改正に

伴い、当連結会計年度より平成19年４月１日以降に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づ

く減価償却の方法に変更しております。この結果、従来

の方法によった場合に比べ、営業利益、経常利益及び税

金等調整前純利益がそれぞれ 89 百万円減少しておりま

す。 

（追加情報） 

当社及び国内子会社は、平成19年度の法人税法改正に伴

い、当連結会計年度より平成19 年 3月 31 日以前に取得

した有形固定資産のうち償却可能限度額（取得価額の

95％相当額）まで償却が進んだ既存資産については、取

得価額の 95％相当額まで償却が終了した翌連結会計年度

から、取得価額の5％相当額と備忘価額との差額を5年間

で均等償却しております。この結果、営業利益、経常利

益及び税金等調整前純利益がそれぞれ 1,535 百万円減少

しております。 
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（７）連結財務諸表に関する注記事項 

リース取引関係、関連当事者との取引、税効果会計、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプ

ション等、企業結合等に関する注記事項については、決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるた

め開示を省略しております。 

 

(連結貸借対照表関係)                                     （単位：百万円） 
 前連結会計年度 

（平成19年３月31日） 

当連結会計年度 

（平成20年３月31日） 

1.有形固定資産の減価償却累計額 224,222 230,696

2．担保資産及び担保付債務 

 (1)担保資産 

有形固定資産 

その他 

(2)担保付債務 

借入金 

6,760

50

1,628

820

50

1,469

3.受取手形割引高 664 552

4.偶発債務 

債務保証 720 721

5.手形債権流動化に伴う買戻義務限度額 2,740 2,048

 

（連結損益計算書関係） 
 前連結会計年度 

(自  平成18年４月１日 

至  平成19年３月31日) 

当連結会計年度 

(自  平成19年４月１日 

至  平成20年３月31日) 

1.環境対策費用 環境対策費用に含まれる環境対策引当金繰

入額は234百万円です。 

― 

2.減損損失 ―  当連結会計年度において、当社グループは以下の資産

グループについて減損損失を計上しました。 

場所 用途 種類 
減損損失 

(百万円) 

栃木県 

小山市 
賃貸用資産 土地 399

福井県 

坂井市 
未利用地 土地 231

滋賀県 

近江八幡市
未利用地 土地 25

栃木県 

日光市 
賃貸用資産 土地 12

 

 当社グループは、事業用資産についてはキャッシュ・

フローを生み出す独立した事業所単位毎に、また賃貸資

産及び遊休資産については、物件単位毎にグルーピング

を実施しております。上記土地については、市場価格の

下落が激しく、減損の兆候が認められたため、減損損失

の認識を判定した上、減損損失を認識しました。 

なお回収価額は、正味売却価額により測定しており、主

に不動産鑑定基準に基づく鑑定評価額等により評価し

ております。 
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（セグメント情報） 

1.事業の種類別セグメント情報 

  前連結会計年度及び当連結会計年度において、当連結グループはアルミニウム製品の専門メーカーとして、同一セグメントに属

するアルミニウム圧延品等の製造、加工、販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。 

 

2.所在地別セグメント情報 

  当連結会計年度、前連結会計年度及び前連結会計年度において、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店の売

上高の合計が、連結売上高の10％未満のため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

3.海外売上高  

前連結会計年度 

（自 平成18年４月１日 

  至 平成19年３月31日） 

当連結会計年度 

（自 平成19年４月１日 

  至 平成20年３月31日） 

海外売上高 

（百万円） 

連結売上高 

（百万円） 

海外売上高の連結売

上高に占める割合 

（％） 

26,233 239,580 10.9 

（注）1.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国

又は地域における売上高であります。 

2.国又は地域における海外売上高が連結売上高の 10％

未満のため、国又は地域別の記載を省略しておりま

す。 

海外売上高 

（百万円） 

連結売上高 

（百万円） 

海外売上高の連結売

上高に占める割合 

（％） 

34,486 253,046 13.6 

（注）1.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外

の国又は地域における売上高であります。 

2.国又は地域における海外売上高が連結売上高

の10％未満のため、国又は地域別の記載を省略

しております。 

 

（１株当たり情報） 
前連結会計年度 

(自 平成18年４月 1日 

 至  平成19年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成19年４月 1日 

 至  平成20年３月31日) 

1株当たり純資産額      310.82 円 

1株当たり当期純利益金額   38.28 円 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

1株当たり純資産額      330.01 円 

1株当たり当期純利益金額   28.18 円 

なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

（注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。            (単位：百万円)   

 前連結会計年度 

 (自 平成18年４月１日 

 至 平成19年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成19年４月１日 

 至 平成20年３月31日) 

当期純利益 8,694 6,399

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る当期純利益 8,694 6,399

期中平均株式数（株） 227,099,322 227,098,989

 

（重要な後発事象） 

前連結会計年度 

 (自 平成18年４月１日 

 至 平成19年３月31日) 

当連結会計年度 

(自 平成19年４月１日 

 至 平成20年３月31日) 

当該事項ありません。  同左 
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５．個別財務諸表 

(1) 貸借対照表 

 
前事業年度 

(平成19年３月31日) 

当事業年度 

(平成20年３月31日) 
対前年比 

区分 金額(百万円)
構成比 

(％) 
金額(百万円)

構成比 

(％) 
金額(百万円)

 （資産の部）  

 Ⅰ 流動資産  

  現金及び預金 1,742 1,788  46

  受取手形 7,939 5,772  △2,167

  売掛金 54,269 46,034  △8,235

  たな卸資産 26,631 29,003  2,372

  前渡金 3,624 －  △3,624

  前払費用 34 131  97

  繰延税金資産 532 －  △532

  短期貸付金 1,733 3,430  1,698

  未収入金 8,749 8,330  △419

  その他 1,549 2,178  629

 流動資産合計 106,802 47.6 96,666 45.3 △10,135

 Ⅱ 固定資産  

  有形固定資産  

   建物 17,467 18,817  1,349

   構築物 2,298 2,340  41

   機械及び装置 32,053 38,152  6,099

   車両及び運搬具 135 253  117

   工具、器具及び備品 2,210 2,723  514

   土地 38,311 37,595  △717

   建設仮勘定 9,207 2,294  △6,913

 有形固定資産合計 101,682 45.3 102,173 47.9 491

  無形固定資産 1,904 0.8 1,633 0.8 △272

  投資その他の資産  

   投資有価証券 2,123 1,217  △907

   関係会社株式 3,977 3,145  △832

   関係会社出資金 1,876 1,876  －

   繰延税金資産 5,457 5,521  64

   その他 838 1,006  168

   貸倒引当金 △78 △79  △1

 投資その他の資産合計 14,193 6.3 12,685 6.0 △1,508

 固定資産合計 117,779 52.4 116,490 54.7 △1,289

 資産合計 224,580 100.0 213,157 100.0 △11,424
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前事業年度 

(平成19年３月31日) 

当事業年度 

(平成20年３月31日) 
対前年比 

区分 金額(百万円)
構成比 

(％) 
金額(百万円)

構成比 

(％) 
金額(百万円)

 （負債の部）  

 Ⅰ 流動負債  

  支払手形 3,273 4,249  975

  買掛金 39,563 35,327  △4,236

  短期借入金 25,420 24,420  △1,000

  １年内返済予定長期借入金 6,250 11,950  5,700

  未払金 13,361 8,769  △4,592

  未払費用 9,099 9,021  △78

  未払法人税等 3,084 1,146  △1,937

  繰延税金負債 － 27  27

  預り金 － 190  190

  その他 439 590  151

 流動負債合計 100,489 44.7 95,689 44.9 △4,801

 Ⅱ 固定負債  

  長期借入金 40,630 30,930  △9,700

  退職給付引当金 12,879 12,812  △67

  環境対策引当金 563 397  △165

  その他 636 760  124

 固定負債合計 54,707 24.4 44,899 21.1 △9,808

 負債合計 155,196 69.1 140,588 66.0 △14,609

  

 （純資産の部）  

 Ⅰ 株主資本  

  資本金 16,528 7.4 16,528 7.8 －

  資本剰余金 35,184 15.7 35,184 16.5 －

  利益剰余金 16,391 7.3 19,693 9.2 3,302

  自己株式 △1 △0.0 △1 △0.0 △0

  株主資本合計 68,103 30.3 71,405 33.5 3,302

 Ⅱ 評価・換算差額等  

  その他有価証券評価差額金 425 0.2 △93 △0.0 △519

  繰延ヘッジ損益 855 0.4 1,257 0.6 402

 評価・換算差額等合計 1,281 0.6 1,164 0.5 △117

 純資産合計 69,384 30.9 72,569 34.0 3,185

 負債純資産合計 224,580 100.0 213,157 100.0 △11,424
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(2) 損益計算書 
 

 

前事業年度 

(自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日) 

当事業年度 

(自 平成19年４月１日 

至 平成20年３月31日) 

対前年比

区分 
金額 

(百万円) 

百分比 

(％) 
金額(百万円) 

百分比 

(％) 

増減 

(百万円)

Ⅰ 売上高  213,929 100.0 226,171 100.0 12,242

Ⅱ 売上原価  187,664 87.7 202,091 89.4 14,427

   売上総利益  26,265 12.3 24,080 10.6 △2,185

Ⅲ 販売費及び一般管理費  11,775 5.5 12,366 5.5 591

   営業利益  14,489 6.8 11,714 5.2 △2,776

Ⅳ 営業外収益  491 0.2 474 0.2 △16

Ⅴ 営業外費用  1,713 0.8 1,861 0.8 147

   経常利益  13,267 6.2 10,327 4.6 △2,939

Ⅵ 特別利益   

 1 前期損益修正益 18 －  

 2 補助金収入 66 565  

 3 投資有価証券売却益 0 4  

 4 その他 3 88 0.0 95 664 0.3 577

Ⅶ 特別損失   

 1 前期損益修正損 17 －  

 2 投資有価証券評価損 49 847  

 3 固定資産除却損 175 580  

 4 減損損失 － 667  

 5 環境対策費用 234 53  

 6 事業撤退関連経費 6 －  

 7 その他 8 490 0.2 21 2,167 1.0 1,677

   税引前当期純利益  12,865 6.0 8,825 3.9 △4,040

  法人税、住民税及び事業税 5,522 3,131  

  法人税等調整額 153 5,674 2.7 575 3,706 1.6 △1,968

   当期純利益  7,190 3.4 5,119 2.3 △2,072
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(3) 株主資本等変動計算書 
前事業年度(自 平成18年４月１日 至 平成19年３月31日) 

 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益
剰余金 

 
資本金 

資本準備金
資本剰余金

合計 
利益準備金

繰越利益剰
余金 

利益剰余金
合計 

自己株式  
株主資本合

計 

平成18年３月31日残高残高 
(百万円) 

16,528 35,184 35,184 125 10,733 10,859 △0 62,571

事業年度中の変動額    

 剰余金の配当（注）  △749 △749  △749

 剰余金の配当  △908 △908  △908

 当期純利益  7,190 7,190  7,190

 自己株式の取得   △0 △0

 株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額） 

   

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

－ － － － 5,532 5,532 △0 5,532

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

16,528 35,184 35,184 125 16,266 16,391 △1 68,103

 
評価・換算差額等 

 その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ 
損益 

評価・換算 
差額等合計 

純資産合計 

平成18年３月31日残高 
(百万円) 

419 － 419 62,990

事業年度中の変動額  

 剰余金の配当（注）  △749

 剰余金の配当  △908

 当期純利益  7,190

 自己株式の取得  △0

 株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額） 

6 855 862 862

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

6 855 862 6,394

平成19年３月31日残高 
（百万円） 

425 855 1,281 69,384

（注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当事業年度(自 平成19年４月１日 至 平成20年３月31日) 
 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益
剰余金

 
資本金 

資本準備金
資本剰余金

合計 
利益準備金

繰越利益剰
余金 

利益剰余金
合計 

自己株式 
株主資本合

計 

平成19年３月31日残高 
(百万円) 

16,528 35,184 35,184 125 16,266 16,391 △1 68,103

事業年度中の変動額    

 剰余金の配当  △1,817 △1,817  △1,817

 当期純利益  5,119 5,119  5,119

 自己株式の取得   △0 △0

 株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額） 

   

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

－ － － － 3,302 3,302 △0 3,302

平成20年３月31日残高 
（百万円） 

16,528 35,184 35,184 125 19,568 19,693 △1 71,405

 
評価・換算差額等 

 その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ 
損益 

評価・換算 
差額等合計 

純資産合計 

平成19年３月31日残高 
(百万円) 

425 855 1,281 69,384

事業年度中の変動額  

 剰余金の配当 － △1,817

 当期純利益 － 5,119

 自己株式の取得 － △0

 株主資本以外の項目の事業年
度中の変動額（純額） 

△519 402 △117 △117

事業年度中の変動額合計 
（百万円） 

△519 402 △117 3,185

平成20年３月31日残高 
（百万円） 

△93 1,257 1,164 72,569
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（別紙） 

 

役員の異動 

 

平成20年6月25日付 

 

 

(1) 新任取締役候補 （ ）内は現在の役職 

 

取締役      （製板事業部福井工場品質保証部長）     渡辺 幸博 

取締役      （製板事業部福井工場長）          岡田 満 

取締役（非常勤） （株式会社ユウシュウコープ代表取締役社長） 内藤 秀彦 

 

 

(2) 昇任予定取締役 （ ）内は現在の役職 

 

専務取締役    （常務取締役）    松岡 建 

常務取締役    （取締役）      西辻 孝三 

常務取締役    （取締役）      雄谷 助十紀 

 

 

(3) 退任予定取締役 （ ）内は退任後の役職 

 

常務取締役    （顧問就任予定）   松尾 守 

取締役（非常勤）            和田 紘 
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新任取締役候補者の略歴 

 

渡辺 幸博（わたなべ ゆきひろ） 

 昭和２６年 ７月２６日生  愛知県出身  満５６歳 

 

 昭和５０年 ３月   名古屋大学工学部卒業 

    同年 ４月   スカイアルミニウム株式会社入社 

 平成１６年 ２月   当社製板事業部福井工場品質保証部長 

 

岡田 満（おかだ みつる） 

 昭和３１年１１月２１日生  兵庫県出身  満５１歳 

 

 昭和５７年 ３月   京都大学工学研究科修了 
    同年 ４月   古河電気工業株式会社入社 

平成２０年 ４月   当社製板事業部福井工場長 

 

内藤 秀彦（ないとう ひでひこ） 

 昭和２２年 ４月 ３日生  秋田県出身  満６１歳 

 

 昭和４５年 ３月   一橋大学法学部卒業 
    同年 ４月   株式会社第一銀行入行 

平成１１年 ６月   株式会社第一勧業銀行取締役 
平成１２年 ４月   同行常務取締役 

同年 ６月   同行常務執行役員 

平成１４年 ４月   株式会社みずほ銀行常務執行役員 

同年 ６月   同行理事 

平成１５年 ３月   みずほ信託銀行株式会社取締役副社長 

平成１８年 ６月   株式会社ユウシュウコープ代表取締役社長 

 

以上 
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